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雨が少なければそれなりに心配なのですが、梅雨ぞらが続くと、夏

の太陽が待ち遠しくもなります。皆さんお元気でお過ごしでしょうか。

重度の障害を持った人達は、体温調節が難しいので、今はとても苦手な季節です。

さて、昨年の今ごろは、 15年度から実施された支援費について、それによって障害者の

生活がどう影響されていくのか....、議論と学習の明け暮れでした。

そして今年も、横浜市福祉局の運営方針のことで、紛糾しています。ニーズが個別化多様

化する中で、より身近なところでできるだけ早く、適切に対応できるよう、各区に「分権」

を進めようというものです。また、この方針の中で、外郭団体の見直しとして、私たちの活

動にもっとも関係の深かった在宅障害者援護協会(在援協)と社会福祉協議会の統合問題が

あげられてきました。

在援協は、障害者や家族も含めて作り上げてきた横浜の障害者福祉活動を進める上で大き

な力となった団体で、すし、今も障害者の視点から物事を考え、助言し、障害者団体への市の

補助金の助成事業などをおこなっています。この役割がどのように引き継がれていくのか、

皆心配しています。

どれも、もっと充分議論して障害者の声を反映してほしいと思うことばかりです。

さて、こんな毎日を送っていると、「たわわ」の編集に向かった時などはむしろ、ほんとに

ほっとしてしまいます。必要に迫られているとはいえ、多くの方たちと一緒に、力を合わせ

て新しい願いを実現させようとすることは、なんと素晴らしいことでしょう。 そして、各

方面のご指導や、ご支援はいただくとしても、基本的には自分達の手で準備し、自分達の足

で歩くことを考えていかねばなりません。

それは、困難は伴うのですが、ほんとに地域の中で自然に受け入れていただき、暮らしてい

くために必要な努力だと思っています。

会員・賛助会員の皆さんの一人一人の支えが集って成し遂げていく事なのです。
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